
▲外国語指導助手
　エミリー・ワルシュさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　約10カ月前日本に来たとき、語学はとても簡単なものだと思
　　　　　　　　　　　　　　　　　っていました。それは多分、私が英語とフランス語を話すから
　　　　　　　　　　　　　　　　　だと思います。私はカナダの英語圏出身の父とフランス語圏出
　　　　　　　　　　　　　　　　　身の母を持ち、幼い頃からバイリンガルです。そのことにはい
　　　　　　　　　　　　　　　　　つも感謝しており、それは私が日本にいる理由のひとつです。
　私が初めて学んだ英語は「I don't know.」です。全ての質問にこれで答えました。祖母が「How 
are you？」と言っても「I don't know.」、「誕生日プレゼントは気に入った？」と言っても、やっ
ぱり「I don't know.」。子どもというのは無邪気です。
　日本に来てから私はとても謙虚な気持ちになりました。子どもの心に戻らないといけないからです。
「コンニチハ」や「アリガトウ」以外に私が言える言葉は「ワカラナイ」と「シラナイ」しかないの
です。最初、英語の授業で子どもたちがなぜ楽しそうにしていたか分かりませんでしたが、今は分か
ります。ある日、学校に遅くまで残っていると、女の子が日本語を教えにきてくれました。彼女は自
分が書いた昆虫の絵を指差し、その名前を言いました。少なくとも４字以上の名前でしたが、彼女は
何度もそれを繰り返し言い、はにかみながら、もどかしそうにしていました。
　現代社会では、様々な問題に「すぐ対処する」ことが必要とされています。お腹がすけばファース
トフード、病気になれば薬、太ったら脂肪吸引。でも「すぐ対処」できないのが語学です。いつの日
か日本語を話せるようになるためにも、まだもう少し日本にいることにしました。語学に「すぐ効く
薬」はありません。練習と強い意志と努力あるのみです！　　　　　　　　　　＜訳：国際交流係＞
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